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伊
丹
広
報
３
面

０
６
０
１
０
３

井
❶
岡
❷
井
❸
井
❹
井
❺
井
❻
岡
❼
井
❽
岡
❾
井
10
井
11
井

市議会
正副議長・監査委員を選出

５
月
１６
〜
１８
日
に
開
か
れ
た
令
和

５
年
第
２
回
市
議
会
（
臨
時
会
）
で

役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
議
長
に
戸
田

龍
起
さ
ん
（
５７
）
�
新
政
会
、
副
議

長
に
竹
村
和
人
さ
ん
（
５６
）
�
公
明

党
、
監
査
委
員
に
斉
藤
真
治
さ
ん

（
６２
）
�
伊
丹
維
新
の
会
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

戸
田
さ
ん
は
４
期
目
。
議
会
運
営

委
員
会
委
員
長
、
都
市
企
業
常
任
委

員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

竹
村
さ
ん
は
４
期
目
。
議
会
運
営

委
員
会
副
委
員
長
、
都
市
企
業
常
任

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

斉
藤
さ
ん
は
４
期
目
。
都
市
企
業

常
任
委
員
会
副
委
員
長
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
副

委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

◆
優
良
運
転
者
を
表
彰

伊
丹
交
通
安
全
協
会
は
、

同
協
会
の
会
員
で
市
内
在

住
の
優
良
運
転
者（
金
・
銀

・
銅
賞
）を
表
彰
し
ま
す
。

対
象
は
６
月
１
日
現
在

で
自
動
車
・
原
動
機
付
自

転
車
を
運
転
し
、
過
去
５

年
間
無
事
故
・
無
違
反
の

人
（
銅
賞
は
過
去
３
年
間

免
許
停
止
処
分
を
受
け
て

い
な
い
人
）。
そ
の
他
条

件
・
特
例
制
度
あ
り
。

�
無
事
故
・
無
違
反
証
明
な
ど
の

発
行
手
数
料
６７０
円
と
運
転
免
許
証
、

会
員
証
、
印
鑑
を
持
っ
て
、
６
月
３０

日
ま
で
に
直
接
、
伊
丹
交
通
安
全
協

会
へ
（
�
７７９
・
１
４
１
４
）。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
休
日
開
庁

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
相

談
な
ど
が
で
き
る
窓
口
を
次
の
通
り

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
�
６
月
２５
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
▽
会
場
�
市
役
所
１
階

の
市
民
課
窓
口
。

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

�
７８４
・
８
１
２
１
。

市
は
、
平
成
２３
年
６
月
か
ら
、
全

て
の
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。

同
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発
生

す
る
煙
を
感
知
し
、
音
や
音
声
で
火

災
の
発
生
を
知
ら
せ
ま
す
。
同
警
報

器
の
多
く
は
電
池
式
で
、
電
池
の
寿

命
は
約
１０
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
に
、
作
動
点
検

や
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
１
年
に
１
回
以
上
、
本
体
の
ひ

も
を
引
い
た
り
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り

し
て
音
や
音
声
が
鳴
る
か
確
認
▽
音

や
音
声
が
鳴
ら
な
い
と
き
は
電
池
が

き
ち
ん
と
入
っ
て
い
る
か
確
認
▽
電

池
が
入
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
音

や
音
声
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
、
電
池

が
切
れ
て
い
る
か
機
器
本
体
が
故
障

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、

取
扱
説
明
書
で
確
認
▽
ほ
こ
り
が
入

る
と
正
常
に
作
動
し
な
い
場
合
が
あ

る
た
め
定
期
的
に
掃
除
―
―
す
る
。

作
動
確
認
や
掃
除
を
す
る
と
き

は
、
安
定
し
た
足
場
を
確
保
し
転
倒

や
転
落
に
注
意
し
て
作
業
し
て
く
だ

さ
い
。

問
市
消
防
局
予

防
課
�
７８３
・
０
７

９
９
。

◆
危
険
物
安
全
週

間
を
実
施

６
月

４
〜
１０
日
は
危
険
物
安
全
週
間
で

す
。
今
年
の
推
進
標
語
は
「
意
志
つ

な
ぐ

連
携
プ
レ
ー
で

事
故
防

ぐ
」
で
す
。

市
消
防
局
は
、
危
険
物
施
設
の
査

察
や
危
険
物
取
扱
者
へ
の
指
導
、
事

業
所
な
ど
へ
の
消
防
訓
練
指
導
な
ど

災
害
防
止
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
濃
度
が
６０
％
以
上
の
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
は
家
庭
に
も
あ
る
身

近
な
危
険
物
で
す
。
火
気
に
近
づ
け

る
と
引
火
す
る
危
険
性
が
あ
る
た

め
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
消
防
局
予
防
課
�
７８３
・
０
７

６
６
。

グ
リ
ー
ン
社
会
の

実
現
に
向
け
て

コ
ロ
ナ
禍
も
一
段
落
、
４
年
ぶ
り

に
活
動
し
や
す
い
初
夏
の
候
と
な
り

ま
し
た
。

国
は
、
６
月
を
「
環
境
月
間
」、

６
月
５
日
を「
環
境
の
日
」と
定
め
、

環
境
問
題
に
つ
い
て
関
心
や
理
解
を

深
め
る
た
め
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

私
は
本
市
の
環
境
政
策
と
し
て
、

市
内
に
お
け
る
自
然
環
境
の
再
生
と

温
暖
化
防
止
な
ど
地
球
環
境
対
策
を

２
本
柱
に
掲
げ
、
皆
さ
ん
と
共
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
の
自
然
環
境
は

改
善
が
進
み
、
例
え
ば
オ
ニ
バ
ス
の

花
が
咲
き
、
蛍
が
舞
い
飛
び
、
ア
オ

バ
ズ
ク
が
飛
来
し
て
営
巣
し
て
く
れ

る
と
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。一

方
、
地
球
環
境
の
面
で
は
、
人

間
の
活
動
に
よ
る
温
暖
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
温
暖
化
が
主
因
か

ど
う
か
は
判
然
と
し
ま
せ
ん
が
、
先

け

う

日
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
稀
有
な
大

雨
が
降
っ
て
天
神
川
の
堤
防
が
決
壊

し
ま
し
た
。
夏
場
の
猛
暑
を
含
め
、

異
常
気
象
が
頻
発
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。
ま
さ
に
温
暖
化
防
止

は
世
界
的
な
喫
緊
の
課
題
で
す
。

本
市
は
、
３
月
２４
日
「
伊
丹
市
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
行
い

ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
公
共
施
設
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
削
減
や
車
の
電
動
化
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
導
入
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
っ
て
発
電
さ
れ
る
電
力
へ
の
切

り
替
え
な
ど
を
順
次
進
め
て
い
ま
す

（
本
紙
１
面
参
照
）。

ま
た
、
市
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん

に
も
参
画
を
求
め
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

な
ど
共
同
購
入
支
援
事
業
を
一
層
推

進
し
ま
す
。

さ
ら
に
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
本
市
の
姉
妹
都
市
で
豊
か
な

森
林
が
あ
る
島
根
県
飯
南
町
と
、

海
に
面
し
た
大
阪
府
阪
南
市
な
ど

と
連
携
し
、
本
市
に
は
な
い
両
市

町
の
自
然
資
源
を
生
か
し
、
互
い

に
補
い
な
が
ら
、
環
境
と
経
済
の

好
循
環
を
も
た
ら
す
社
会
モ
デ
ル

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

地
球
環
境
を
守
り
、
今
あ
る
自

然
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

に
は
、
市
民
、
事
業
者
、
自
治
体

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
す
。
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
伊
丹
市
長

藤
原
保
幸
）

戸田龍起さん竹村和人さん斉藤真治さん

住
宅
用
火
災
警
報
器

１０
年
目
安
に
交
換
を

子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
を
支
給

市
は
、
食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に

直
面
し
、
影
響
を
特
に
受
け
る
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
対
象
児

童
１
人
に
つ
き
５
万
円
の
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
次
の
通

り
支
給
し
ま
す
。

【
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
】
対
象

は
平
成
１７
年
４
月
２
日
以
降
（
障
が

い
児
の
場
合
は
１５
年
４
月
２
日
以

降
）
生
ま
れ
の
子
を
養
育
し
て
い
る

人
で
同
影
響
を
受
け
て
収
入
が
急
変

し
、
非
課
税
の
人
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
人
。

６
月
１
日
か
ら
申
請
を
。
詳
し
く

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読
み

取
り
可
）
で
確
認

を
。問

市
こ
ど
も
福
祉
課
�
７８４
・
８
０

３
０
。

◆
使
用
料
手
数
料
等
審
議
会
を
開
催

６
月
１
日
㈭
午
後
２
時
、
市
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
２
階
の
講
座
室
で
。
傍

聴
希
望
者
は
当
日
午
後
１
時
半
ま
で

に
直
接
、
会
場
へ
。
希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
。

問
市
交
通
局
総
務
課
�
７８１
・
３
７

５
３
。

◆
市
福
祉
対
策
審
議
会
第
１
回
障
が

い
者
部
会
を
開
催

６
月
７
日
㈬
午

前
１０
時
、
市
役
所
２
階
の
第
２
委
員

会
室
で
。
議
題
は
「
障
害
福
祉
計
画

お
よ
び
障
害
児
福
祉
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
前
９
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
障
害
福
祉
課
�
７８４
・
８
０
３

２
。

◆
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
会
議
委

員
を
募
集

市
は
、
人
権
教
育
・
啓

発
に
関
す
る
施
策
や
「
ふ
ら
っ
と
」

人
権
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
広

く
意
見
を
求
め
る
た
め
、
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
会
議
委
員
１
人
を
次

の
通
り
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
�
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
１８
歳
以
上
（
６
月
１
日
現

在
）
で
月
〜
金
曜
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
▽
任
期
�
委
嘱
日
か
ら
２
年

間
。
報
酬
あ
り
。

�
所
定
の
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
書
き
、「
人
権
に
つ
い

て
思
う
こ
と
」
と
題
し
た
作
文
（
４００

字
以
内
。
様
式
自
由
）
を
添
え
て
、

６
月
３０
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
６６４
・

８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
同
和
・
人
権

・
平
和
課（
�
７８４
・
８
０
７
７
）へ
。

◆
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
所
を
募

集

市
は
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
内
に

事
業
所
か
事
務
所
が
あ
る
法
人
・
団

体
（
自
薦
・
他
薦
は
不
問
）
を
募
集

し
、
表
彰
し
ま
す
。

表
彰
基
準
は
▽
従
業
員
の
性
別
に

と
ら
わ
れ
な
い
職
域
拡
大
▽
性
別
に

関
わ
ら
な
い
仕
事
と
家
庭
生
活
な
ど

の
両
立
支
援
▽
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
な
ど
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

―
―
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。

表
彰
式
は
９
月
ご
ろ
を
予
定
。

�
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
６
月
３０
日
ま
で
に
直

接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５

０
３
伊
丹
市
役
所
男
女
共
同
参
画
課

（
�
７８４
・
８
１
４
６
）
へ
。

◆
学
校
施
設
の
都
市
計
画
決
定
に
係

る
素
案
の
公
表

尼
崎
市
は
、
次
の

通
り
素
案
を
公
表
し
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
素
案
の
閲
覧
】６
月
９
〜
２９
日
、

尼
崎
市
教
育
・
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
尼
崎
市
三
反
田
町
）
か
同
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
尼
崎
市
立
塚
口
小
、
常

陽
中
な
ど
の
学
校
施
設
に
係
る
「
学

校
施
設
の
都
市
計
画
決
定
に
係
る
素

案
」
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

素
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、
閲
覧

期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す

（
住
所
、
氏
名
な
ど
必
要
事
項
の
記

載
が
必
要
。
フ
ァ
ク
ス
０６
・
６
４
２

７
・
６
０
０
４
も
可
）。

【
説
明
会
を
開
催
】
▽
日
時
�
６

月
２１
日
㈬
午
後
７
時
▽
会
場
�
同
セ

ン
タ
ー
４
階
視
聴
覚
室
。
無
料
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。

問
尼
崎
市
教
育
委
員
会
事
務
局
�

０６
・
４
９
５
０
・
０
３
０
４
。

使用期限は６月３０日まで
ままままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるるるるごごごごごごごごごごごごごごごごごごとととととととととととととととととと伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹キキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンン
「まるごと伊丹～レシートで当たるカモ！～キ
ャンペーン」で当選した引換券と金券の使用期限
は６月３０日まで。使用はお早めに（期限内でも休
廃業などで使用不可の場合有り）。

市商工労働課�７８４-８０４７

いたみ花火大会
広告協賛事業者を募集

市といたみ花火大会実行委員会は、８月２６日㈯（荒天
中止）に開催される「第４３回いたみ花火大会」の広告協
賛企業を、次の通り募集します。
▷広告内容＝うちわ・リーフレット・市ホームページ
掲載、大会当日に企業名をアナウンス――など口数に応
じて表示方法・媒体変更あり▷広告料＝１口３万円。
�市役所４階の空港・にぎわい課にある申込書（市ホ
ームページからダウンロード可）に必要事項を書いて、
６月２３日までに郵送（必着）で〒６６４-８５０３伊丹市役所
空港・にぎわい課（�７８４-８０６８。ファクス７８４-８０４８も
可）へ。

露店出店者を募集
市と同委員会は、同大会当日の露店出店者を募集しま
す。詳しくは市ホームページで。

いたみ花火大会実行委員会�７６７-１０９５


